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■ 学 期 を 終 え て

長いようで 1学期も本日で終わりになりました。
お子様の成長の具合はどうでしたでしょうか。日々

気付かないのですが、1学期を終えて体格の変化や精神的な変化、学力等での変化など様々な事が変

化として感じられるものです。

学校では一人一人の生徒の困り感や必要な助言・指導などを心がけてきました。参観 日の懇談会の

中でもお話ししましたが、今年は特に学力の定着と向上に力を入れて学校は様々な取り組みをしてい

ます。各家庭におかれましては、夏季休業中のお子さんにどう対応 していくか十分な計画と配慮が必

要になつているのではないかと考えます。

人が幸福を感ずるのは①人に愛されること②人にほめられること③人の役に立つこと④人に必要

とされることの4つだという話を聞いたことがあるのですが、一人一人のお子さんが幸福を感ずるも
しくは自分を肯定的に考えられる人間になるような親としての働きかけをお願いします。

失敗の経験をどう活かすか

子供が新しい冒険に挑む条件

は、失敗 しても自分を無条件に受け止めてくれるという絶対的な安心感だろう。大人が日出しするの

は、子供を失敗させることへの不安や失敗のサポー トが大変だから。つまりは大人の都合に過ぎない。

子供がうまく失敗に対処できずに、ふてくされたり、荒れたりするのは、失敗に向き合う自分が支え

られていないから。失敗しない子はいない。子供

「子育て」から「個育て」ヘ

子供は一人ひとりみんな違 う。「自分で考え、自分で行動できる人」になってほしいと願 うなら、

自分で考え、自分で行動する経験を積む機会が必要。「がまん」はどこで主ぶのか。「夢上はどこで育

まれるのか。「愛」はどこで学ぶのか。「家庭の環境」が子供を育てる。だから「個育て」のできる環

境を整える。子供一人ひとりの能力に合わせた、学びやすい「最適な支援」の場を作るために、大人

の創造的な関わりが不可欠。学校は家庭の補助として、個々の生徒へ助言・指導していきます。

充慕した修学旅行
3年生は 7月 3日 ～ 6日 まで修学旅行
に出かけ、様々な体験をしてきました。札

幌 ドームではスクリーンに大きく紹介さ

れ記念になりました。上級学校の訪問も本

当に一人一人にとつて良い体験でした。

6人の生徒が本当に仲良く絆を深める
ことが出来たのが一番かもしれません。



中 俸 連 陸 卜全 遭 大 会 に 議i由島

3年生のO本0輔君が 7月 29日 ～ 31日 ま
で釧路市で開催される全道大会に出場 します。

根室地区中体連で走り幅跳び 1位になり出場資

格を獲得しました。その後通信陸上大会でも記

録が伸びていますので、大会で自己ベス トを出

してくれることを期待 しています。

れ あ ●■―

別海町の友好都市交流事業で大阪の枚方市と毎

年交流していますが、今年は枚方に出かける年

で、本校からも0蔵0勇君とO田0生さんの 2
名の生徒が出かけます。希望者が多くて作文と

面接を行つて 2名の生徒を選出しました。

町内の 15名の中学生と一緒に 7月 30日 に
出発 して 31日 と8月 1日 は枚方市 。大阪市で
の研修と交流を行い、広島に行つて平和公園等

で被爆体験講話を聞いたり資料館を見学します。

広島の宮島等も見学して 3日 (土)午後 5時半
に役場に帰つてくる予定です。

報告会等もありますので、後日お知らせいた

します。

J雰:]善ヨ瑾参ン名J忌粧れ様でした
7月 16日 (火)の参観 日にはたくさんの保
護者の方に来校 していただき、 3年生の修学旅
行での上級学校訪間の報告会を見ていただいた

り給食の試食会等も行いました。

学級懇談会等でも学力や生活についての様々

な話が出されたと思いますが、夏休みにどう活

かすかが大切です。スキルアップサマーでの学

習会は自分で学冒する方法 (スキル)を身につ
けさせるためのものですから。

事故のない有意義な夏体みを過してください。

何か事故や問題等があれば、担任もしくは学校に連

絡をお願いいたします。

季閑田、スキルアツプサマー①

スキルアップサマー②
〈北 日本コンサルタン ト)午後

スキルアップサマー③

スキルアップサマー④

、全道中体連陸上競技大会 (01路 )
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年宿 泊研 修② 、委員会1・

町 PTA研 究 大会 野 付 大会

ンケー ト①、委員会 ALT、 安全点検

春 別 地 区 ブ ー ル 9んクロー ズ

――ル清榊 /13(中 1 34ヽ6)
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修 学 旅 行 の 様 子

初 日、ルスツ高原

では初めての生

徒が 4名 いたの
ですが、その 4名

は乗 り物が どれ

も苦手で、本当に

楽 しく過 ご して

いたのは 2名 ?

4名 は もう行 き
た くない とい う

感想だそ うで し

た (笑 )

バスの 3泊 4日 のコース図.ガイ ドさんも運転
手さんも昨年 と一緒で、去年の話をしながら本

当に生徒と仲良く楽しく過ごしてくれました。

食事はどこも大変おいしく、生徒もし

つかりと食べていました。毎晩反省会

もみっちりと・・・

2日 目は小樽でオルゴーール

を作って札幌で自主研修。

夜は藻岩山の夜景を見に出

かけました。色々大変でした

3日 目は上級学校の訪間をして

から北海道神官と白い恋人パー

して夜は本L幌 ドームヘ
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少 年 の 幸 張 根 室 地 区 大
~

7月 9日 に少年の主張根室地区大会が別海町中央公民館で開催されまし

た。本町の 2名 のうち 1名 が本校の 2年生0山0奈さんでした。
また、司会も本校のOホO作君が立派に努めました。○山さんは トップバ

ッターという緊張感にモ)かかわらずしっかりと自分の意見を主張するこ

とができのはとても良い体験だったと思います。お疲れ様でした。

1年生が 7月 11日 に野付半島・野付湾の野
外活動に出かけました。観光遊覧船に乗つて

アザラシも見えました。ネイチャーガイ ドの

案内で別海の海岸線の自然について学ぶ大変

良い機会でした。

J志急 ●JL置 の 講 習 会   (A EE D ‐ 心 肺 舞 生 等 )

7月 17日 に校内研修で応急処置について学びました。別海消防から指導に来ていただき、心肺
蘇生についての実習を行いました。特に人工呼吸よりもとにかく心臓マッサージを優先させるこ

とやのどに何かを詰まらせたときの吐き出させ方など大変参考になりました。事故のないことが

当然ですが、万が一の時に対応出来るplll練は本当に必要ですね。

校 内 陸 卜 競 技 大 会

7月 18日 に恒例の校内陸上競技大会が行われ
ました。高眺び・幅跳び・砲丸投げ・ 100m
走・中距離走 (男子 1500m女子 800m)の記録
を得点化して合計得点で競います。学年 1)関係

ないので毎年意欲的に頑張り自分の記録を伸ば

そうと頑張つている姿が頼もしいです。


